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実施概要 

１．事業概要 

（１）事業名称 ：東京外国語大学所蔵「八杉貞利ロシア関係資料群」デジタルアーカイブ化 

 

（２）事業の目的と概要  

 本事業は、東京外国語学校のロシア語教授として戦前・戦後におけるロシア語教育をけん引した

八杉貞利の日記帳を中心とした「八杉貞利ロシア関係資料群」について、デジタル化および保存修

復処置を行うとともに、資料群に含まれる個人情報等の利用制限情報にマスキング処理を施した上

で公開を行うことで、利用環境の整備を図ることを目的とする。 

加えて、資料群を用いた企画展および講演会を開催することで、資料群の内容・歴史的価値・利用

環境を周知し、利用の一層の促進を図る。 

 

（３）八杉貞利資料群について 

八杉貞利(1876-1966年)は 1900年 7月東京帝国大学卒業後、恩師上田萬年の指示によりロシア語

研究を志し、同年 9 月東京外国語学校別科に入学した。翌年 10 月文部省の命によりロシアへ留学

し、留学中の 1903 年に東京外国語学校教授に任命された。日露戦争の勃発に伴い翌年帰国した後、

東京外国語学校だけでなく、東京帝国大学や早稲田大学、鉄道院等においても教鞭を執った。1937

年 3月に東京外国語学校を停年退官した後も、1945年まで非常勤講師として東京外国語学校におい

てロシア語教育に従事し、1966年 2月満 89歳で死去した。その間、八杉は『露西亜語学階梯』（大

倉書店、1916年）や『露和辞典』（岩波書店、1947年）等を著し、戦前・戦後におけるロシア語教

育の第一人者であった。 

本資料群は、八杉が東京外国語学校において教鞭を執っていた 1908 年から没年の前年となる

1965 年までの日記帳（56 点）や、講義ノート・近影写真等（9点）の計 65 点で構成され、ロシア

語教育史の貴重な資料群である。とりわけ、日記帳には、東京外国語大学の前身である東京外国語

学校の運営や、八杉が教鞭を執った諸学校での日常が記録されているだけでなく、ロシア・満蒙等

の関係者との交流も多く記載され、当時の国際関係・交流を知るうえで貴重な資料群となっている。 

 

画像１_八杉貞利資料群 

 

八杉貞利近影写真 

 

ロシア語講義ノート文法辞書備忘 

 

八杉貞利日記（明治 42年） 
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（４）具体的な実施事業 

本事業では、八杉貞利資料群の保存および利用促進に関する以下の事業を実施した。 

①デジタル化 

②保存修復と脱酸性化処理 

③画像のマスキング処理とウェブ公開 

④講演会・企画展の開催 

⑤報告書等の刊行 

 

２．実施状況・成果 

（１）デジタル化 

 専門業者に委託のうえ、資料 65 点（14,489 コマ）をブックスキャニング（カラー400dpi）によ

り撮影し、電子画像データを作製した。画像は TIFF 形式保存用画像、JPEG 形式公開用画像、PDF

形式公開用画像の 3 種類を作製し、撮影時の留意事項および使用するデジタルカメラの条件、ター

ゲット、スケール、カラーチャートに関する事項や縮率等については、事前に作成した「電子画像デ

ータ作製仕様書」の定めに従った。 

 

画像２_デジタル化画像サンプル 

 
八杉日記 1936年 

（八杉貞利が見た二二六事件の詳報を伝える日記） 

 
八杉日記 1945年 

(「終戦の日」の日記) 

 

（２）保存修復と脱酸性化処理 

 事前調査の結果、本資料群は戦中の日記帳を中心に、①破損(ヒンジ破損等 45 点)、②酸性劣化が

進んでおり、現状のまま歴史資料として「永久保存」しながら、利用に供することが困難である。と

くに破損資料のうち 24点に、本紙の「破れ」・「欠損」、綴じ・製本に「ヒンジ破損」・「製本分解」・

「表紙欠損」・「背表紙欠損」等の著しい破損が生じており、破れや亀裂に対する繕いと損傷箇所の

補強等の保存処置を実施した。 

また資料群は程度の差はあるものの、全て酸性紙であり、とくに 1940年代の日記帳を中心に酸性

劣化が進み、本紙が非常に脆弱になっていた。また事前調査の結果、脱酸性化処理によりインクや

染料に変色・褪色の恐れがある青図・青焼き・湿式コピー・こんにゃく版等が含まれていないことが

確認できたことから、資料群全体に対して脱酸性化処理を実施した。 

なお保存修復と脱酸性化処理については、専門業者に委託のうえ実施した。 



5 

 

（３）画像のマスキング処理と一部公開 

 デジタル化および保存修復・脱酸性化処理により、八杉貞利資料群については、資料保存と閲覧

を並行して行う環境が整った。これにより 2026年 3月目録を公開し、閲覧に供することとなった。

なお資料閲覧は、資料保存の観点から原則として複製物であるデジタル画像を用いて行うことにな

るが、デジタル画像では確認できない情報の確認など理由があれば、原本での利用も可能である。 

 利用環境が整備された一方で、資料群のうち日記帳には、多数の利用制限情報が含まれている。

資料群の閲覧利用については「国立大学法人東京外国語大学文書館における特定歴史公文書等の利

用請求に対する利用決定に係る審査基準」に沿って「時の経過」を考慮しつつ、主に表 1の「30年

を経過した特定歴史公文書等に記録されている個人情報について」に記載利用制限情報に該当する

項目を中心に利用審査を行い、「全部利用」・「一部利用」・「全部利用制限」を決定する必要がある。 

 本事業では撮影した電子画像データを用いて、東京外国語大学文書館のアーキビストが利用制限

情報に該当する箇所の確認を行い、その一部について作業員が該当箇所のマスキング処理(黒塗り)を

進めた。その全てが完了したわけではないが、閲覧審査およびマスキング処理が完了した一部資料

については、後述のウェブ企画展等により資料紹介を兼ね公開するとともに、閲覧に供した。 

 利用審査の結果、日記には、本人や家族の「伝染性の疾病、身体の障害その他の健康状態」、「財産

又は所得」、「学歴又は職歴」、「学業成績又は処分」や、東京外国語学校の生徒の「学歴又は職歴」、

「学業成績又は処分」や同僚の「採用、選考又は任免」に関する情報などが多数含まれていた。一例

を挙げると、八杉日記 1919 年には、いわゆるスペイン風邪の流行期（1918-1920 年）を反映して、

本人や家族が日記中には「発熱」、「加答児（カタル）」、「気管支炎」、「肺炎」といった表現が数多く

存在し、「伝染性の疾病、身体の障害その他の健康状態」に該当する項目が多数存在した。本日記の

場合、すでに 100年の「時の経過」を経ているものの、利用に際しては留意が必要である。 

 また一部資料の利用審査に当たっては、電子画像データを OCR（光学文字認識）処理したうえで、

生成 AIに表１に該当する項目の有無を検証し、利用審査の参考とした。 

 

表１_「３０年を経過した特定歴史公文書等に記録されている個人情報について」 

特定歴史公文書等に記録されている情報 一定の期間（目安） 該当する可能性のある情報の類型の例 
個人情報であって、一定の期間は、当該情
報を公にすることにより、当該個人の権利利
益を害するおそれがあると認められるもの 

５０年 イ 学歴又は職歴 
ロ 財産又は所得 
ハ 採用、選考又は任免 
ニ 勤務評定又は服務 
ホ 学業成績又は処分 
ヘ 人事記録 

重要な個人情報であって、一定の期間は、
当該情報を公にすることにより、当該個人の
権利利益を害するおそれがあると認められ
るもの 

８０年 イ 国籍、人種又は民族 
ロ 家族、親族又は婚姻 
ハ 信仰 
ニ 思想 
ホ 伝染性の疾病、身体の障害その他の
健康状態 
へ 刑法等の犯罪歴（罰金以下の刑） 

重要な個人情報であって、一定の期間は、
当該情報を公にすることにより、当該個人又
はその遺族の権利利益を害するおそれがあ
るとめられるもの 

１１０年を超える適
切な年 

イ 刑法等の犯罪歴（禁錮以上の刑） 
ロ 重篤な遺伝性の疾病、精神の障害そ
の他の健康状態 
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（４）講演会・企画展の開催                  図３_展示見取り図 

 資料群の利用促進を念頭に、資料群の内容・歴史的価値、整

備された利用環境を周知するため、以下の企画展・ウェブ企画

展・講演会を開催した。 

 

①企画展の開催 

《基本情報》 

・題目：「八杉貞利と東京外国語学校」 

・日時：2026年 1月 9日～4月上旬 

・場所：附属図書館 1階（大学文書館展示場） 

 

《展示構成》 

 展示は画像 3「展示見取り図」の通り、展示パネル 8枚（吊り下げ、①～⑧）および展示ケース 4

架（90㎝×180㎝、A～D）により構成した。パネルおよび各展示ケースの概要は表 2・表 3の通り

である。また展示パンフレット（A4サイズ・8ページ・2つ折り・1000部）を作成し、展示場で配

布した。なお展示パネル・展示パンフレットについては巻末の「報告書添付資料」に掲載した。 

  

表２_展示パネルの概要  
 

テーマ 掲載画像 
1 Ⅰ 八杉貞利の誕生と進学 1912年頃八杉貞利写真、晩年八杉貞利写真 【八杉貞利資料群】 
2 Ⅱ ロシア語研究とロシア留学 東京外国語学校歴代校長 
3 Ⅲ 東京外国語学校教授就任 1916年ロシア語学科集合写真           【八杉貞利資料群】 
4 Ⅳ ロシア語授業と業績 八杉貞利授業ノート写真                【八杉貞利資料群】 
5 Ⅴ 名誉教授の名称授与と褒章 公文書「八杉貞利東京外国語学校名誉教授ノ名称ヲ授クルノ件(昭和 12

年 5月 21日)」(国立公文書館所蔵) 
6 Ⅵ 附属図書館 八杉文庫 八杉文庫目録写真 
7 Ⅶ 八杉貞利の日記 （文章のみ） 
8 Ⅷ八杉貞利の生涯と業績 1912年頃八杉貞利写真、研究業績一覧、生涯年表 

 

表３_展示ケース概要 
 

テーマ 概要 
A 日記にみる八杉貞利と

東京外国語学校（１） 
小パネル「ロシア領沿海州旅行の準備」（1912 年 8 月 19 日、8 月 11 日・8 月
13 日・8 月 16 日・8 月 20 日・8 月 22 日・9 月 20 日、8 月 16 日官報）、小パ
ネル「沿海州・シベリア・満蒙旅行」・小パネル「東京外国語学校と軍事通訳養成」
（1919年 9月 5日、1925 年 8月 19日レニングラードからの葉書） 

B 日記にみる八杉貞利と
東京外国語学校（２） 

1909 年 4 月 14 日「トドロヴィチ氏の到着」、1916 年日記「五六月修学旅行・絵
葉書」、小パネル「日記にみる停年退官と名誉教授就任」（1937 年 5 月 27 日、
3月 31 日、名誉教授名称変更パネル）、1958年 4月 17 日「辞書編纂」、八杉
貞利肖像写真(晩年)、講義ノート 

C 日記にみる大事件（１） 1912 年 8 月 1 日「明治天皇崩御・タイプライターの使用」、小パネル「第一次世
界大戦」（1914年 3月 17日「ロシア革命」（11月 7日は記載無し）、7月 29日・
8月 23日・9月 5日、1919年 6月 28日講和条約締結）、1931年 9月 18日
「満洲事変」、小パネル「大事件の日 二二六事件」（1936年 2月 26日-29日） 

D 日記にみる大事件（２） 小パネル「太平洋戦争」（1941 年 12 月 8 日-10 日「日米開戦の日」、1942 年
2月 15 日「シンガポール陥落」、1945年 8月 15日「終戦の日」、3月 9 日-10
日「東京大空襲」、1945 年 8 月 9 日-10 日「原爆とソ連侵攻」、シンガポール陥
落の写真） 

 

移転図
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《展示風景》 

 

展示全体 1 （展示パネル） 

 

展示全体 2 

 

展示ケース A・B 

 

展示ケース C・D 

 

展示した日記 

 

展示した肖像写真・講義ノート 
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②ウェブ企画展 

《基本情報》 

・題目：Web企画展「八杉貞利と東京外国語学校」 

・公開日：2026年 1月 19日 

・URL：大学文書館ウェブサイト特設ページ 

（https://www.tufs.ac.jp/common/archives/exhibition_yasugi.html） 

 

《展示構成》 

 企画展の内容を踏まえたウェブ企画展を大学文書館ウェブサイト上において開催した。 

Ⅰ 東京帝国大学における博言学の研究と東京外国語学校への着任 

Ⅱ 八杉貞利の研究業績 

Ⅲ 八杉貞利資料群について 

 

《ウェブ企画展の画像》 

 

展示全体 1 （展示パネル） 

 

展示全体 2 

 

③講演会 

《基本情報》 

・開催日時：2026年 1月 14日(水)  12:40～14:10 （3時限目 授業内講演） 

・場所  ：東京外国語大学研究講義棟１０２教室 

・講演者 ：渡辺雅司氏 （東京外国語大学名誉教授） 

・題目  ：「東京外国語学校露語科と虚無党精神」 

・備考  ：  

 

《実施状況》 

世界教養科目「近代日本のなかの東京外国語大学」の授業内講演として、ハイブリッド形式（対

面・オンライン）で開催し、参加者は対面 63名、オンライン（Zoom）8名であった。 
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《当日の様子》 

 

講演会の様子 1 

 

講演会の様子 2 

 

（５）報告書等の刊行 

  本実施報告書を作成し、大学文書館ウェブページ上に掲載した。 

 

３．総括 

 本事業を通じて、八杉貞利資料群のデジタル化及び保存修復・脱酸性化処理が完了した。これにより、

原則として原本を保存したまま、複製物であるデジタル画像を閲覧に供せることとなり、歴史資料の保

存と利用を両立させる環境が整った。実際、目録公開以降、電子画像データを利用した閲覧利用が進んで

いる。 

 また講演会や企画展を開催したことによる利用促進の効果も表れている。例えば、講演会には、受講者

数を上回る参加者がおり、本学在校生だけでなく、ロシア関係の研究者の参加も見られ、関係者に八杉貞

利資料群の存在を周知する機会となった。また企画展の開催が、企画展で紹介した八杉日記を中心に、資

料に関する問い合わせ及び利用請求（閲覧）も増えており、一定の利用促進の効果があったと言える。 

 今後、八杉貞利資料群に関するウェブ企画展の拡充や授業等での紹介を増やし、利用の促進を図って

いく予定である。 

 

４．その他 

東京外国語大学所蔵「八杉貞利ロシア関係資料群」デジタルアーカイブ化事業は公益財団法人図

書館振興財団の 2025年度振興助成を受けて実施しました。 
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報告書添付資料 

１．八杉貞利資料群目録 

資料番号 資料名 作成者 年代 形態 
八杉-1 〔写真〕(八杉貞利近影写真)     写真 
八杉-2 (ロシア語講義ノート)     冊子 
八杉-3 (ロシア語講義ノート)文法辞書備忘     冊子 
八杉-4 (日本語講義ノート)日本語初級     冊子 
八杉-5 (日本語講義ノート)     冊子 
八杉-6 (講義ノート)     冊子 
八杉-7 (ロシア語講義ノート)早稲田講義   1947 年 冊子 
八杉-8 後藤子爵訪露随行日誌 附雑感 日露協会 關根齊一 1927 年 綴 
八杉-9 (八杉貞利日記明治 41年)「明治四十一年日記」   1908 年 冊子 
八杉-10 (明治 42年日記)   1909 年 冊子 
八杉-11 (明治 43年日記)   1910 年 冊子 
八杉-12 (明治 44年日記)   1911 年 冊子 
八杉-13 (明治 44年日記)   1911 年 冊子 
八杉-14 (明治 45年日記)   1912 年 冊子 
八杉-15 (大正 3年日記)   1914 年 冊子 
八杉-16 (大正 4年日記)   1915 年 冊子 
八杉-17 (大正 5年日記)   1916 年 冊子 
八杉-18 (大正 6年日記)   1917 年 冊子 
八杉-19 (大正 7年日記)   1918 年 冊子 
八杉-20 (大正 8年日記)   1919 年 冊子 
八杉-21 (大正 9年日記)   1920 年 冊子 
八杉-22 (大正 10年日記)   1921 年 冊子 
八杉-23 (1924 年日記)   1924 年 冊子 
八杉-24 (紀元二五八五當用日記)   1925 年 冊子 
八杉-25 (紀元二五八六當用日記)   1926 年 冊子 
八杉-26 (紀元二五八七當用日記)   1927 年 冊子 
八杉-27 (ライオン當用日記 2589)   1929 年 冊子 
八杉-28 (ライオン當用日記 2590)   1930 年 冊子 
八杉-29 (ライオン當用日記 2591)   1931 年 冊子 
八杉-30 (ライオン當用日記 2592)   1932 年 冊子 
八杉-31 (ライオン當用日記 2593)   1933 年 冊子 
八杉-32 (1935 年日記)   1935 年 冊子 
八杉-33 (ライオン當用日記 2596)   1936 年 冊子 
八杉-34 (昭和十二年當用日記)   1937 年 冊子 
八杉-35 (昭和十三年當用日記 2598)   1938 年 冊子 
八杉-36 (昭和十四年當用日記 2599)   1939 年 冊子 
八杉-37 (昭和十五年當用日記)   1940 年 冊子 
八杉-38 (昭和十六年當用日記)   1941 年 冊子 
八杉-39 (昭和十七年當用日記)   1942 年 冊子 
八杉-40 (昭和十八年當用日記)   1943 年 冊子 
八杉-41 昭和十九年日記 A   1944 年 冊子 
八杉-42 昭和十九年日記 B   1944 年 冊子 
八杉-43 昭和二十年當用日記   1945 年 冊子 
八杉-44 昭和廿一年日記下   1946 年 冊子 
八杉-45 昭和廿一年日記上   1946 年 冊子 
八杉-46 昭和二十二年自由日記   1947 年 冊子 
八杉-47 日記 昭和二十三年 1948[子]   1948 年 冊子 
八杉-48 昭和 24年自由日記   1949 年 冊子 
八杉-49 昭和廿五年當用日記   1950 年 冊子 
八杉-50 昭和廿六年當用日記   1951 年 冊子 
八杉-51 昭和廿七年當用日記   1952 年 冊子 
八杉-52 昭和廿八年當用日記   1953 年 冊子 
八杉-53 當用日記昭和 29 年   1954 年 冊子 
八杉-54 昭和三十季當用日記   1955 年 冊子 
八杉-55 昭和卅一年當用日記   1956 年 冊子 
八杉-56 昭和卅二季當用日記   1957 年 冊子 
八杉-57 昭和卅三季當用日記   1958 年 冊子 
八杉-58 昭和卅四季當用日記   1959 年 冊子 
八杉-59 昭和卅五季當用日記   1960 年 冊子 
八杉-60 昭和卅六季當用日記   1961 年 冊子 
八杉-61 昭和卅七季當用日記   1962 年 冊子 
八杉-62 昭和卅八季當用日記   1963 年 冊子 
八杉-63 昭和卅九季當用日記   1964 年 冊子 
八杉-64 昭和四十季當用日記   1965 年 冊子 
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２．企画展パネル 

【表紙、パネル①～③】 
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【パネル④～⑦】 
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【パネル⑧、小パネル】 
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３．企画展パンフレット 
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